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Ⅰ は じ め に

現在アイソト-ブ検査は､日常検査法の一つとなっている｡検査に用いられる放射性医薬品の

放射能は､通常体内殻曝量を考慮する必要がない程度に徴量であるo体外検査法のスキJ,ニンク

は広 く各臓器の異常を知 り病巣部の診断の上に役立っている｡房IJ作用 も少なく､重症者 も寝たま

ま出来る検査であるoLかLRZ検査に対する恐怖感が強く ｢どんな検査ですかで｣ と心配そ う

に開かれることが多いため､少しでも不安を少な く検査がうけられるように思い､主な検査につ

いて手順をとり_上げてみましたo
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由に在る｡

12) シンチスキャナー

R=薬 品のとりこまれている部分をスキャンして括出させる｡

Ⅴ 検 査 内 容

EA'シソチ

(イ)適応 rn'屋夙 敦膜下出血､脳飲下症､ くも膜下出血等の頭蓋内の診断に用いられ､血管

造影に比べると劣 るが､患者に与える負担が少なく経過を追跡するのに適している｡

tL.))薬 品 99テクネ

tRJ手 原

(イ)検査 50分前エンソ絞カリ200hYgを水 に溶かして服用.これは内分泌腺を抑制し分泌を

去･されるためである｡

(ロ)仰臥位をとり正しい位置をきめ､頭部の動きに充分注意し指示された位置を保つようにす

る｡

(ノう -7ビン､檎等は除去する｡

(⇒ 頭部を固定する抑制苛には紙テープを用い皮膚､麦等に直接ふれをい様にベーパーをはさ

む､又マジックキャス トを使用することもある｡

(Ji) 大きな板械か顔の上を破 うので安全であることを説明して恐怖感を滅少させる.

(づ 薬品を速急に静江し､15分位劫かIjthように介助する｡

川 重症の場合はス トレヮチJ,-のませて槙櫨を回転させて上下側面から測定する｡

脳柏スキャ-yク

(i) 適 応 脳脊髄漆の流れ､脳室､閉塞及び拡張をみる｡

(2)薬 品 イクテ 1)ユーム又は151z7)サ

l引 手 J原

(イ)腰椎穿刺VCよりアイソトープを注入する｡ 1時間後V7:脳相に集宿されるo

(ロ)鞘定は 1時間､5時間､6時間､24時間､48時間と追跡投影 を行 うO

肝シソチ

(i) 適 応 肝駿癌､肝庚変､閉毒性黄垣等の診断に使用されるO

(2) 集晶品 99テクネにコロイド(標識化合物 )を注射し20分で肝腰に集積されるo

t.引 手 偲

川 前面と側面の二方向振影

(ロ)患部が横隔膜下にあるため呼吸は在るべく技 くしているように注意する｡

(Jl 測定器と患部の問には金属勤は除去するO

(I)幼児の場合は動いた り､泣いたりするためRr注射後睡眠剤を使用し､静かな状啓になっ

てから行 う｡乳児で注射の尉穀な時は点滝 して血管を確保し､ R=注入すれば恐怖感の除去と汚

染防止も出来る｡
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榊 腹膜炎を併発している患者で仰臥位の同一体位に耐えられない場合は一時休み再び軌定す

ることもある｡又肢掛の休位をとって測定する場合 もある｡

甲状線シンチ

(1)適 応 壬にJ{セドー氏病､甲状晩疾患の診断に用いられるo

(1,)薬 品 151=ヨウカナ ト1)ユーム

L引 手 順

川 検査二週間前より甲状腺食とする｡

(ロl 積査前日151=100マイクロ服用｡

(,う 仰臥位とな り､口唇部 より胸骨鎖骨部まで頚部の範餌で測定する0

(⇒ 大 きな呼吸による甲状腺上下運動､唾液の噂下､咳軟等はさける様に注意する｡

甲状腺摂取率楕査

川 151工25マイクロを服用後､ 4時間値24時間値を測定する｡

(ロ1仰臥位をとり枕を深く入れ下顎をや 上ゝげる様にする｡

(Ji 甲状腺部に校櫨をあて喪堤 する｡

(荏 ) 最近は99テクネか使用され注射して28分で検査が出来､又甲状腺食の必要もないが

疾病によって出来をhものもあるo

レノグラム

(‖ 適 応 腎桜能障害

12) 薬 品 151 工ヒヮブラン

仙 手 慣

川 検査前排尿

(p)肢掛の姿勢 をとり､両腎部に正確に扱奴を当てる｡

卜I薬品注入直後から検査が標示されるため位置を奮えて､呼吸は余り深 くしない様に注意す

るo検査時間は約15分FptlであるO

巨)測定器の当て方か悪かったり､動いたり腹部 が圧迫されているまま測定した場合は､正常

であっても蘭 巨減退のカーブとなり診断の誤 りになるので充分注意する｡

軌定経過

当院ではレコーダに言三振される曲線は左腎は緑色､右腎は赤色を示す｡このレコ-ダに示めさ

れる曲線は三つの相からな り注射すると､舵管相は急敢な高ま りを示すo腎血管､腎組歳か放射

能物質に上って満されるためであるo次に分泌相は腎通過または溝している部分でゆるやかな上

昇を示すO排推粕では勝耽-の排他を示すO

Ⅵ 考 察

シyチカメラは直径 5Dc苅厚さ50cm重さ500kgと云う大きな械城であり使用前は常に危険

防止に心掛けネジのゆるみ､位置等に注意し､医師､技師共に安全に留意 しているo薬品､桜械

に対する患者の不安､恐怖感については､いつも誰かが援助していると思 う気持が安心感を与え
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てると思 う｡帝に重症者､幼児夜との場合はテープの固定に顧らず､介助者の手で直接固定する

ことにより体位保持も出来､不安も少なく検査が出来たように思うO検査終了後､不安感､恐怖

感を開いてみますと､ ｢検査前はこわかったが､思った程でなかった｣と答えたのは女性が多く

男性は ｢なんともなかった｣という｡中には ｢疲れました｣ と云 う患者さんもいる｡検査中同一

体位を保ち緊張していた為ではないかと思われたo

v且去･ わ り に
この発表は症例研究に到らず検査報告になってしまいました.今後も危険防止につとめ､不安

な く検査 か受けられるよう援助してゆくために努力したいと思います0

-451


